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一は、

3
次
元
デ
!
タ
を
使
っ
て
プ
ロ

一
ジ
ェ
ク
ト
の
川
上
か
ら
川
下
を
つ
な

ぐ
考
え
方
だ
が
、
土
木
分
野
に
3
次

元
活
用
の
施
工
事
例
が
増
え
た
こ
と

で
、
建
設
生
産
共
通
の
概
念
と
し
て

広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

既
に
建
築
分
野
で
は
、
一
気
通
貫

の
デ
i
タ
循
環
に
挑
む
民
間
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
登
場
し
、
先
行
す
る
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
で
は
発
注
者
や
協
力
会
社

を
合
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の

デ
l
タ
共
有
が
実
現
し
て
い
る
。
土

木
分
野
は
施
工
現
場
の
3
次
元
デ
ー

タ
活
用
が
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

設
計
か
ら
施
工
へ
の
デ
!
タ
連
携
は

実
現
し
て
い
な
い
。
設
計
と
施
工
を

分
離
す
る
公
共
発
注
原
則
に
加
え
、

設
計
図
面
類
の
2
次
元
納
品
が
障
壁

に
な
っ
て
い
る
。

設
計
業
務
で
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
自
主
的
に
3
次
元
デ
!
タ
を
活

用
す
る
ケ
i
ス
で
も
、
そ
の
デ
!
タ

が
施
工
段
階
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と

一
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
施
工
者
は
自
ら

の
負
担
で
3
次
元
デ
i
タ
を
作
成

し
、
施
工
合
理
化
や
設
計
変
更
の
根

拠
出
し
な
ど
改
善
効
果
の
高
い
部
分

に
限
定
し
て
使
っ
て
い
る
c

コ
ス
ト

メ
リ
ッ
ト
が
見
出
せ
る
場
合
の
み
導

入
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

。

〈

〉

施
工
者
の
大
半
は
現
場
か
ら
依
頼

を
受
け
た
専
門
部
署
が
支
援
役
と
な

り
、
デ
ー
タ
の
作
成
か
ら
検
証
ま
で

を
担
う
。
現
場
が
主
体
的
に
デ
i
タ

活
用
を
促
進
す
る
企
業
は
ご
く
わ
ず

か
に
と
ど
ま
る
。
大
規
模
工
事
を
請

け
負
う
ゼ
ネ
コ
ン
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
せ
る
点
で
3
次
元
の
投

資
効
果
を
発
揮
し
や
す
い
が
、
小
規

模
工
事
主
体
の
地
場
建
設
会
社
で
は

導
入
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
し
に
く
い
。

情
報
化
施
工
の
実
現
に
は
、
現
場

の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
加
え
、
情
報
佑

対
応
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
建
設
機

械
の
調
達
も
欠
か
せ
な
い
。

2
0
1

1
年
度
に
北
海
道
開
発
局
が
発
注
し

ー
た
試
行
工
事
例
件
(
日
年
日

部
月
末
時
点
)
の
う
ち
、

7
割

吋
程
度
の
現
場
を
支
援
し
た
と

允
い
う
岩
崎
(
札
幌
市
)
は

部
「
成
功
体
験
が
次
へ
の
ス
テ

構
ッ
プ
」
と
訴
え
る
。
及
び
腰

一
戸
の
建
設
会
社
で
も
使
い
勝
手

々
〈
の
良
さ
を
知
る
こ
と
で
、
前

α
向
き
な
姿
勢
に
変
わ
る
ケ
l

開
ス
が
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

口

〈

〉

O

江
「
こ
こ
に
来
て
、
国
土
交

似
通
省
の
動
き
に
白
が
離
せ
な

開
く
な
っ
た
」
と
は
~
ゼ
ネ
コ
ン

s

各
社
の
共
通
認
識
だ

c
u年

度
に
4
0
0件
弱
だ
っ
た
情
報
化
施

工
の
試
行
工
事
を
、
ロ
年
度
に
倍
増

の
7
0
0
1
8
0
0件
ま
で
拡
大
す

る
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

も
増
し
て
国
交
省
の
佐
藤
直
良
技
監

が「
C
I
M
」
の
推
進
を
穣
極
的
に
呼

び
掛
け
た
こ
と
が
状
況
を
一
変
さ
せ

た。

B
I
M
で
は
な
く
、
土
木
構
造
物

も
合
め
た
広
い
意
味
の

C
(
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
)
を
使
う
こ
と
で
、
分

野
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
共
通
概
念

と
し
て
、
デ
ー
タ
連
携
の
必
要
性
を

訴
え
た
。
そ
こ
に
は
建
築
に
比
べ
遅

れ
て
い
る
土
木
の
3
次
元
活
用
を
底

上
げ
し
た
い
思
い
が
見
え
隠
れ
す

る。
構
造
物
単
体
で
完
結
す
る
建
築
と

違
い
¥
土
木
構
造
物
は
イ
ン
フ
ラ
の

一
部
と
し
て
連
続
性
を
持
つ
。

B
I

M
の
実
現
に
は
後
工
程
に
引
き
継
ぐ

縦
軸
と
¥
隣
接
工
区
と
連
携
す
る
横

軸
の
デ
!
タ
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

詳
細
な
施
工
情
報
は
維
持
管
理
段
階

の
有
効
な
判
断
指
標
に
な
る
だ
け

に
、
構
造
物
の
長
寿
命
化
の
観
点
で

も
デ
i
タ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
欠

か
せ
な
い
。
動
き
出
し
た
土
木
分
野

の
B
I
M
は
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
た
ば
か
り
だ
。

(
お
わ
り
。
西
原
一
仁
)

3.毎自
6.中日
9.伊勢
12.B干IJ工業
15.自本海事

2.朝自
5.岐車
8.静闘
11.建通
14信濃毎E

{建設ICT]

1. B 経
4.読売
7.産経
lQ.中部経済
o 3:建設通信
f6.建設工業

P-S タ)

CsUser0
新規スタンプ


